
2030年のエネルギーを
考える
AGORA	ENERGIWENDEによる中期的なエネルギー転換の展望から





Agora	Energiewende
政策シンクタンク



中期展望の難しさ
短期 10年以内（5年以内）

長期 40－50年（1世代）

中期 中間

期間 分析方法 ゴール

短期 10年以内 ボトムアップ 積み上げ

中期 20－30年 ？？？ ？？？

長期 40－50年 バックキャスト 社会的目標



ドイツのエネルギー転換と目標

？？
？



エネルギーの中期構造



AGROA×2030年中期展望



AGROA×2030年中期展望
提案

環境 エネルギーセクターのCO２排出を２０３０年に60％削減（90年比）
電力でmax1億6600万t、熱1億7500万t、交通9800万t
再エネの成長と褐炭炭鉱の再緑化

経済 産業のエネルギーと民間のエネルギー消費は常に10％以下
貧困家庭とエネルギー集約企業のための相殺規制

供給安定 エネルギーの海外依存を2030年までに60％削減
停電率SAIDIを20分以下に

欧州統合 電力、ガス、交通ネットのボトルネックを低減する
安定供給に即して再エネと電力市場の設計におけるEUレベルの協力



7つの中期トレンド
1. 発電コスト低減：風力、太陽光、蓄電池はより安価に

2. 脱炭素：気候変動の加速と早期対応の重要性

3. エネルギーコストの低下：石炭、石油、天然ガスのコストの低空飛行、しかし不安定に

4. 固定費用が重要：将来のエネルギー転換では変動コストはとても低い

5. 分散型：新しいエネルギーシステムはより分散型へ

6. デジタル化：エネルギーはよりスマート・ネットワーク化

7. 民主化：エネルギーは市民に直接関わるものに



発電コスト低減：
風力、太陽光、蓄電池はより安価に



再エネがあらゆる意味で最も安価に
多くの電源がパリティに

オフショア風力は支援不要の電源になる

→再エネ優先原則 ≠	plug	and	forget：すでに、売った分だけ支援が貰える仕組みに

短期 電源として最も安価だが変動型 変動型まだ管理不可能
再エネ電源30％、全体では低い

中期 柔軟性電源として統合がする無 変動型で管理可能、プロシューマーの誕生
太陽光＋蓄電池、セクターカップリング、P2G、風力＋揚水、市場統合が始
まる

長期 柔軟電源として基幹電源へ 技術から市場のセクターカップリングへ、プロシューマー
再エネ電源90％、全体でも高く



中期的には価格が劇的に低下



脱炭素：
気候変動の加速と早期対応の重要性



エネルギーコストの低下：石炭、石油、天然
ガスのコストの低空飛行、しかし不安定に



資源の特性の変化

エネルギー資源カカクの長期的な上昇傾向が2014年に崩壊

１．シェールオイル、シェールガスが価格を主導→フラッキングなど

２．風力・太陽光の価格低下→化石燃料より安価に

３．化石燃料は非枯渇性資源→埋蔵分は地下に（石炭80％、ガス50％、石油30％）



化石燃料の価格は予測不可能
2014年来化石燃料の価格は低い

ポイント

化石燃料は予測できない（2014年以前に今の価格を予測できて人はほとんどいない）

長期的トレンドは再び増加する（補助金カット、フラッキングの禁止、正常不安定）

問題はいつ上昇するか？（プロジェクトの採算性に決定的な影響）

外部性の評価方法

→相対的価格の重要性 石油価格は安いままでも、再エネの価格低下がそれを上回る



固定費用が重要：将来のエネルギー転
換では変動コストはとても低い



プロジェクト評価の変化
限界費用０の世界へ

プロジェクトの長期評価が容易に

長期的な政策プログラム作成にとって、フィージビリティ評価が簡単なことは重要

中期的な技術は、ブリッジテクノロジーとして、最もコスト効率性が高く、かつ長期的な中心技術
にならないような技術をあえて取り入れる必要がある。



分散型：
新しいエネルギーシステムはより分散型へ



系統整備は困難
南北の送電系統の建設は重要 しかし、必要な整備範囲は流動的

柔軟性が大きくなれば系統整備計画に決定的な影響を与える可能性がある

自家消費：家庭、建物、街区←何が最大のインパクトを持ちうるかが分からない

バーチャル発電所、柔軟性電源、プロシューマー



デジタル化：
エネルギーはスマート・ネットワーク化



スマートネットワークはセクターカップリ
ングを加速させる
スマートネットワークは何を提供するシステムかを理解する

電力、熱、交通、蓄エネルギーをつなぐシステム

熱と交通がインテリジェントで柔軟に

スマートネットワーク≠スマートグリッド



民主化：
エネルギーは市民に直接関わるものに



民主的なエネルギーはアクセプタンス
を中心に考える
誰がエネルギー転換の中心におり、誰が辺縁化されるのか？

貧困層が参加できる

エネルギー以外の便益、コストの分析を欠かさない



研究開発の構造の変化



10の提案
エネルギー転換の枠組み 法的枠組みによって信頼性と計画の確実性を高める

ヨーロッパ ヨーロッパ全体でのエネルギー転換の支持

効率性 Efficiency First。計画と投資は効率性を一番に

再エネ 再エネは電力で60％、一次エネルギーで30％へ

化石燃料 化石燃料によるCP２排出を半減、電力と熱・交通を結ぶ市場を創設

税金と賦課金 コスト構造の根本的な変革

系統 電力、熱、ガスの近代化と交通の電化

電力市場 柔軟性とデジタル化の推進、投資の誘導

産業 チャンスを活かし、リスクを最小化

共同 エネルギー転換は共同で達成する



まとめ
中期展望（2030年）をまとめることは簡単ではない

最新技術の重要性とブリッジテクノロジーの検討

価値観を転換し、投資を呼び込み、産業構造を転換する

民主主義を重視する


